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1. DF-CROSSCOBとは

COBOLソースプログラム

COBOLコピー句 ][ 中の情報の相互関係を検索しドキュメント出力する。

クロスリファレンス

データ項目

コピー句

レコード

ファイル

副プログラム

二次入口点

サブスキーマ

DD名

利用者語

・ 変更による影響調査

・ 使用状況の調査

相互関係情報の
ドキュメント出力

利用者語の

・ 変更による影響検索

・ 使用状況の検索

必要に応じた

・ ドキュメントの選択

・ 検索範囲の指定

利用・把握

SIMPLIA
DF-CROSSCOB

マトリックス形式

表形式

4種4形式

8種16出力形式
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COBOL
ソース

ライブラリ

COBOL
コピー

ライブラリ
CSV形式ファイル

8種15出力形式



2. 特長

① 豊富なドキュメント出力
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－ 表形式 ： 8 種16 出力形式････････････ （検索元 8 種，16 出力形式）
－ マトリックス形式 ： 4 種4 形式･･････････････････（検索元 4 種，出力形式 4 形式）
－ CSV形式ファイル ： 8 種15 出力形式････････････ （検索元 8 種，15 出力形式）

② 検索元（COBOL利用者語）指定の柔軟性
－ 単独指定 ： COBOL利用者語を直接に指定
－ 範囲指定 ： COBOL利用者語の文字列で範囲を指定
－ 部分指定 ： COBOL利用者語の文字列の部分を指定
－ 全件指定 ： 同種のCOBOL利用者語全てを指定

AAA:BBB ･･･ AAAからBBBが対象

CC/1 ･･･････ 1文字目からCCが対象

③ 検索対象メンバ（ソース，コピー句）指定の柔軟性
－ 単独指定 ： メンバを単独で指定
－ 範囲指定 ： メンバの文字列で範囲を指定
－ 部分指定 ： メンバの文字列の部分を指定
－ 全件指定 ： ライブラリ全てのメンバを指定

AAA:BBB ･･･ AAAからBBBが対象

CC/1 ･･･････ 1文字目からCCが対象

④ 出力情報の範囲選択
－ ドキュメントの出力範囲を選択

⑤ 日本語出力
－ ADJUSTユーティリティで作成した日本語名標辞書の参照

⑥ ドキュメントの多様な利用
－ プログラミング以降 ： COBOL利用者語の利用状況の把握
－ 保守工程 ： 変更による影響調査



3. 機能概要 1/2

⚫表形式 ⚫マトリックス形式
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クロスリファレンス情報出力機能 日本語変換

【8種】 【16 出力形式】
対プログラム
対コピー句
対プログラム・ファイル・
レコード・コピー句

対プログラム
対プログラム・ファイル・
レコード
対コピー句（階層表示）

対プログラム
対プログラム・ファイル・
コピー句

対プログラム
対プログラム・レコード・
コピー句

対プログラム
対プログラム・パラメタ

対プログラム・ファイル

データ項目情報編集出力

コピー句情報編集出力

レコード情報編集出力

ファイル情報編集出力

副プログラム情報編集出力

二次入口点情報編集出力

サブスキーマ情報編集出力

DD名情報編集出力

対プログラム
対プログラム・ＤＭＬ命令
・レコード

対一次入口点・呼び出し元

マトリックス情報出力機能 日本語変換
出力形式選択
目次出力
フォームオーバレイ
切換え

業務種別名単位出力
英数字名順出力
コピー句種別名単位出力
業務種別名単位＋コピー句種別名単位出力

4
形
式

業務種別名単位出力
英数字名順出力

2
形
式

業務種別名単位出力
英数字名順出力

2
形
式

業務種別名単位出力
英数字名順出力

2
形
式

【4種】

コピー句→プログラム情報編集出力

レコード→プログラム情報編集出力

ファイル→プログラム情報編集出力

副プログラム→プログラム情報編集出力



3. 機能概要 2/2

⚫CSV形式ファイル
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CSV形式ファイル出力機能 日本語変換

【8種】 【15出力形式】

対プログラム・ファイル

対プログラム
対コピー句
対プログラム・ファイル・レコード・コピー句

データ項目情報編集出力

対一次入口点・呼び出し元二次入口点情報編集出力

DD名情報編集出力

対プログラム
対プログラム・ＤＭＬ命令・レコード

サブスキーマ情報編集出力

対プログラム
対プログラム・パラメタ

副プログラム情報編集出力

対プログラム
対プログラム・レコード・コピー句

ファイル情報編集出力

対プログラム
対プログラム・ファイル・コピー句

レコード情報編集出力

対プログラム
対プログラム・ファイル・レコード

コピー句情報編集出力



4-1. 出力例（クロスリファレンス情報出力機能）1/16

〔1－1〕 データ項目情報 （対プログラム）
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PROCEDURE  DIVISION 内で使用されたデータ項目を検索し、そのデータ項目を
使用しているプログラム名の一覧を出力する。



4-1. 出力例 2/16

〔1－2〕 データ項目情報 （対コピー句）
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データ項目を定義しているコピー句名の一覧を出力する。



4-1. 出力例 3/16

〔1－3〕 データ項目情報
（対プログラム，ファイル，レコード，コピー句）
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DATA  DIVISION 内で定義されているデータ項目を検索元とし、そのデータ項目を
定義しているプログラム名，ファイル名，コード名及びコピー句名の一覧を出力する。



4-1. 出力例 4/16

〔2－1〕 コピー句情報 （対プログラム）
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指定されたコピー句を定義しているプログラム名の一覧を出力する。



4-1. 出力例 5/16

〔2－2〕 コピー句情報
（対プログラム，ファイル，レコード）
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指定されたコピー句を定義しているプログラム名，ファイル名及びコピー句名の
一覧を出力する。



4-1. 出力例 6/16

〔2－3〕 コピー句情報 （対コピー句（階層表示））
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COPY命令によるコピー句間の関連を一覧で出力する。



4-1. 出力例 7/16

〔3－1〕 レコード情報 （対プログラム）
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指定されたレコードを定義しているプログラム名の一覧を出力する。



4-1. 出力例 8/16

〔3－2〕 レコード情報
（対プログラム，ファイル，コピー句）
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指定されたレコードを定義しているプログラム名，ファイル名及びコピー句名の
一覧を出力する。



4-1. 出力例 9/16

〔4－1〕 ファイル情報 （対プログラム）
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指定されたファイルを定義しているプログラム名の一覧を出力する。



4-1. 出力例 10/16

〔4－2〕 ファイル情報
（対プログラム，レコード，コピー句）
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指定されたファイルを定義しているプログラム名，レコード名及びコピー句名の
一覧を出力する。



4-1. 出力例 11/16

〔5－1〕 副プログラム情報 （対プログラム）
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指定された副プログラムをCALLしているプログラム名の一覧を出力する。



4-1. 出力例 12/16

〔5－2〕 副プログラム情報 （対プログラム，パラメタ）
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指定された副プログラムをCALLしているプログラム名とCALL時のUSINGのパラメタの
一覧を出力する。



4-1. 出力例 13/16

〔6〕 二次入口点情報 （対一次入口点，呼び出し元）
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指定された二次入口点を定義している一次入口点及びCALLしているプログラム名の
一覧を出力する。



4-1. 出力例 14/16

〔7－1〕 サブスキーマ情報 （対プログラム）
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指定されたサブスキーマを定義しているプログラム名の一覧を出力する。



4-1. 出力例 15/16

〔7－2〕 サブスキーマ情報
（対プログラム，DML命令，レコード）
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指定されたサブスキーマを定義しているプログラム名，DML命令及びレコード名を
出力する。



4-1. 出力例 16/16

〔8〕 DD名情報 （対プログラム，ファイル）
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指定されたDD名を定義しているプログラム名，ファイル名の一覧を出力する。



4-2. 出力例（マトリックス情報出力機能） 1/5

〔1〕 コピー句 →  プログラム
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コピー句がどのプログラムで使用されているかマトリックス形式で出力する。



4-2. 出力例 2/5

〔2〕 レコード →  プログラム
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レコードがどのプログラムで使用されているかマトリックス形式で出力する。



4-2. 出力例 3/5

〔3〕 ファイル →  プログラム

© 2022 Fujitsu Limited25

ファイルがどのプログラムで使用されているかマトリックス形式で出力する。



4-2. 出力例 4/5

〔4〕 副プログラム →  プログラム（日本語）
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日本語による出力である。コピー句 → プログラム，レコード → プログラム及び
ファイル → プログラムでも日本語による出力できる。



4-2. 出力例 5/5

〔5〕 目次
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種別名単位出力時に、各種別名の目次を出力する。例は、コピー句 → プログラム情報
編集出力の業務種別名単位＋コピー句種別名出力の目次である。



4-3. 出力例（CSV形式ファイル出力機能）

データ項目情報
（対プログラム，ファイル，レコード，コピー句）
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DATA  DIVISION 内で定義されているデータ項目を検索元とし、そのデータ項目を
定義しているプログラム名，ファイル名，コード名及びコピー句名の一覧を
CSV形式ファイルに出力する。

注）Microsoft® Excelで
表示している例



5. 運用方法

ADJUST

：省略可能
英数字の項目名から
日本語の
ドキュメントを
出力する場合

DF-CROSSCOB ドキュメント 影響・原因
調査

対応

検索元の指定
検索対象の指定出力
範囲の指定

①

障害／仕様変更
／使用状況把握

②

③

④ ⑤ ⑥

①障害，仕様変更，各情報の使用状況の把握などで、②COBOLソースライブラリ及び
コピーライブラリで定義されている利用者語の相互関係を把握する必要が発生した。
③DF-CROSSCOBに検索元，検索対象及び出力範囲を指定し、④必要なドキュメントを
出力する。
⑤利用者は、出力されたドキュメントを利用することにより、修正したい情報又は
使用状況を把握したい情報と他情報との相互関係が容易に把握できる。
⑥利用者は、これで①に対しての対応が正確かつ迅速にできる。
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発生
COBOL

ソース/コピー
ライブラリ

日本語名標
辞書



6. 構成図

PS/VSAM/ISAM
（ISAMはXSPのみ）

OSⅣ/MSP
OSⅣ/XSP

DF-CROSSCOB
ADJUST ドキュメント

PS

注）種別テーブルは、マトリックス情報出力機能で、単位出力をする場合に使用する。

PO
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日本語名標
辞書

CSVファイル

種別
テーブル（注）

COBOL
ソース／

コピーライブラリ

PO/GEM



7. 使用上の注意事項

⚫必要ソフトウェア
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－ コンパイルエラーがないCOBOLソース・コピーライブラリである。
－ YPSソースはYPSコンパイラでCOBOLソースに変換し使用する。

－ COPY命令によるコピー句の展開は、8 階層まで行なう。
－ 出力できる文字数は、クロスリファレンス情報出力機能では、COBOLの制限まで、

マトリクス情報出力機能では、英数字名15 文字，日本語名15 文字までを出力する。

－ COBOL85  （必須）
－ ソートマージ （必須）
－ ADJUST （必須）
－ JEF基本辞書 （必須）
－ GEM （選択 ： ソース・コピー句がGEMの場合）
－ VSAM（XSPの場合） （選択 ： 日本語名標辞書がVSAMの場合）

⚫入力ソース・コピーライブラリ

⚫定量制限



プログラムサポートサービス

～ お客様のご要望にお答えします ～

SIMPLIAに関する最新の情報は、下記URLの富士通サイト内検索から「SIMPLIA」で検索してください。
URL : https://www.fujitsu.com/jp/

Q/Aサービス
製品の使い方や適用例について詳しく聞きたい

無償レベルアップサービス
レベルアップ版は無償で提供して欲しい

最新情報のご案内サービス
新製品情報、バージョン/レベルアップ情報を知りたい

トライアルユースサービス
導入検討中のSIMPLIA製品を試用したい

製品媒体再提供サービス
紛失・破損した製品媒体を再提供して欲しい

障害情報通知サービス
導入製品の障害情報を提供して欲しい
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Thank you
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